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I 、抜去歯の各歯牙歯頚部に、 4 つの嵩洞を形成し、それぞれに38%フッ化ジアンミン銀水溶液
(以下フッ化ジアンミン銀と略)、 40%硝酸銀水溶液、 2%フッ化ナトリウム水溶液、 および対照














で20週間 incubate したのち、充填歯縦断面の実体顕微鏡観察、窟底象牙質の硬さ測定、 Mallory­
Heidenhain 氏染色像ならびに顕微X線像の観察を通して、窟底象牙質に形成された人工う蝕病
変の程度を比較観察した。






c) 左右側の乳歯にC1 あるいは軽度の Cz を有する患者 19名を選び、一側を実験側、他側を対照側
とし 5 級アマルガム充填を行なった。その予後を平均約 1 年間にわたって観察し、本剤塗布の有
無による二次う蝕発生の状熊を視診とエクスプローラーを使用した触診とにより観察した。
以上の実験の結果、次の所見を得た。





るいは封鎖されることが in vitro および in vivo の試料で認められた。また X線回折の結果、寓壁
部象牙質に銀あるいはその化合物の存在することが判った。
皿.人工う蝕作成装置を応用して、充填物周囲歯質の人工う蝕病変を観察したところ、実験側諸底






の 5 歯(17%) に二次う蝕の発生が認められたが、実験歯では認められなかった。
以上の諸実験から、嵩壁歯質をフッ化ジアンミン銀で処理することにより、象牙細管が狭窄あるい
は封鎖されると共に、アマルガム充填物周囲歯質に発生進行する二次う蝕病変が抑制されることが示
唆された。
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論文の審査結果の要旨
本論文は、歯牙無機質の耐脱灰性と有機質の抗酵素性との向上が期待されるフッ化ジアンミン銀を
寓壁歯質に塗布し、二次う蝕発生頻度の高いアマルガム充填歯について、二次う蝕抑制効果を検討し
たものである。
その結果、本剤の塗布により寄壁象牙質の細管が封鎖さされるとともに、官壁歯質がう蝕抵抗性を
増すことを実験的に確認し、さらに臨床観察によって二次う蝕抑制効果の高いことを裏付けた。
以上は、フッ化ジアンミン銀が優れた二次う蝕抑制効果を示すことを実証した新知見であって、保
存修復学上きわめて価値あるものと認める。
よって本論文は歯学博士の学位に十分値するものと認める。
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